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事業運営の根幹である「サステナビリティ経営」

当社は、創業以来130年以上にわたり、保険・サービスの提供を通じてお客様に安心・安全をお届けしてまいりました。
生命保険事業は、人々の生活や人生の安定を支えるものであるため、持続可能な社会の実現につながるものです。「安
心・安全」という言葉の意味は、時代とともに変化し、お客様や社会から期待される当社の役割はますます高まっていま
す。

こうした中、我々は、「サステナビリティ経営」を事業運営の根幹に据えています。これからも、社会の変化を積極的に
取り込み、社会課題の解決に資する取組を通じ、社会的な役割を更に発揮していきます。
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持続可能な社会の実現に向けて日本生命が果たす役割

保険・サービス

日本社会においては少子高齢化が急速に進み、健康で長生きすることへのニーズが一層高まっています。これまでも当社は万
が一のご遺族向けの死亡保障や、ご自身の病気・けがの医療保障、そして豊かな老後に向けた資産形成としての年金などを通
じて、皆さまに安心をお届けしてきました。より健康で長生きをしたいという想いに応えるため、認知症に対応した保険・サ
ービスなども提供しています。さらに、今後はリスクが顕在化した時に役立つ保険・サービスに加え、リスクそのものを減ら
していく取組も重要だと考えています。

これらの取組は、全国約5万名の営業職員が担っています。各地域に根付き、愛着を持った職員がそれぞれの地域へ安心・安全
を提供しています。約1,467万名のお客様からはこの変化の大きい時代の中で、30年後、50年後のことを考えて保険・サービ
スをご契約いただいています。我々はその信頼に応えるという大きな責任を負っていると感じています。そのお客様が暮らす
地域の発展は何より重要です。より一層、地域の発展へ貢献すべく当社は各地域と連携協定を締結し、保険・サービスに加え
て地域の安心・安全につながる情報提供に取り組んでまいります。

資産運用

さらに、当社は全国のお客様からお預かりした保険料の運用を行う、機関投資家としての役割も担っています。長期にわたる
生命保険契約の履行にあたって、保険料の運用は、どのような運用環境・経済状況の中でもお約束した安心をお届けするとい
う大きな責任を負っています。

そのうえで、多くの資金を運用する機関投資家として期待される社会的責任を果たすべく、環境・社会・ガバナンスに配慮し
た投融資である「ESG投融資」を推進しています。保険料という長期の資金を運用する当社だからこそ、投資先の環境・社
会・ガバナンスに関する取組を長期的な視点からサポートすることができると考えています。とりわけ、持続可能な社会の実
現に向けて重要な課題である気候変動対応については、ポートフォリオにおける温室効果ガスの排出量の2050年度ネットゼロ
を目標に掲げ、重点的に取り組んでいます。投資先企業への対話による働きかけと資金提供を行っていくことで、社会全体の
ネットゼロの達成と日本経済の発展を支えてまいります。

最後に

当社は創業以来130年以上の長きにわたり、保険・サービスの提供者および機関投資家という2つの立場から、社会のサステナ
ビリティに取り組んできたと自負しております。めまぐるしい変化の時代の中で、我々はその変化に真摯に向き合い、全国各
地に安心・安全を届け、地域を元気にする責任、そして機関投資家として日本の産業を支え、経済の長期的な発展を推し進め
る責任を全うしていきたいと考えています。

当社は、「今日と未来を、つなぐ。」を企業メッセージとしています。これには、お客様と社会の「今日」にしっかりと寄り
添い、安心した「未来」をお届けし続けるという想いを込めています。これからも、お客様と社会をつなぎ、今日よりもっと
良い未来を創るために、あらゆる企業活動を通じて、安心・安全で持続可能な社会の実現に貢献してまいります。
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